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更
生
病
院
跡
地
に
建
設
す
る
中

心
市
街
地
拠
点
施
設
は
、
平
成
２９

年
６
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
建

設
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
８
月

に
杭
工
事
が
終
了
し
、
現
在
は
、

地
下
1
階
及
び
建
物
基
礎
の
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
心
市
街
地
の
交
流
や

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
皆
様

に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る

施
設
と
な
る
よ
う
、
７

月
１
日
か
ら
８
月

日
１７

ま
で
施
設
の
愛
称
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国

か
ら
３
６
９
２
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
中
か
ら
、
市
の
一
次

審
査
を
通
過
し
た
５
作

品
に
つ
い
て
、
市
民
投

票
に
よ
り
拠
点
施
設
の

愛
称
を
決
定
し
ま
す
。

市
民
投
票
に
つ
い
て

の
詳
細
は
次
の
と
お
り

で
す
。
た
く
さ
ん
の
投

票
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

●
愛
称
候
補
作
品

下

表
の
と
お
り

●
対
象

市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人

※
1
人
１
票
。

●
投
票
方
法

月

日
昭
～

１０

１５

１１

月

日
昇
に
、
投
票
す
る
愛
称
候

１０
補
作
品
名（
番
号
で
も
可
）、氏
名

（
ふ
り
が
な
）、郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
、
年
齢
を
下
記
投
票
先

へ※
市
外
在
住
の
人
は
市
内
在
勤
か

在
学
か
を
必
ず
記
載
。

●
投
票
先

持
参
糸
左
記
投
票
用

紙
・
投
票
箱
の
設
置
場
所

郵
送

（
必
着
）
糸
〒

－

８
５
０
１
住
所

４４６

記
載
不
要
南
明
治
整
備
課「
愛
称

市
民
投
票
」係

フ
ァ
ク
ス
糸〈

〉
７１

３
７
５
２

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
糸

あ
い
ち
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ

ム「
拠
点
施
設

愛
称
市
民
投
票
」

ペ
ー
ジ（
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
リ
ン
ク
を
掲
載
）

●
投
票
用
紙
・
投
票
箱
の
設
置
場

所

南
明
治
都
市
整
備
事
務
所
、

企
画
政
策
課
、
市
民
課
、
商
工
課
、

中
央
図
書
館
、
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー※
投
票
用
紙
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
も
配
布
。

※
投
票
用
紙
以
外
の
任
意
の
用
紙

で
も
投
票
可
。

●
結
果
発
表

来
年
１
月
中
旬
頃

本
紙
・
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

発
表
予
定

●
そ
の
他

投
票
者
の
中
か
ら
抽

選
で

人
に
サ
ル
ビ
ア
商
品
券

１００

５００

円
分
を
進
呈
し
ま
す
。
当
選
者
の

発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
代
え
ま

す

■問
▼
南
明
治
整
備
課

（
緯〈

〉３
７
５
１
）

７１

新
た
な
図
書
と
情
報
の
拠
点
に
～
愛
称
市
民
投
票
受
付
中
～意味・理由愛称候補作品名（読み方）番号

「アン」・・・・・・安城、英語でアン（an）は『ひとつ』の意味
「フォーレ」・・・・フランス語で『森』を表わす『フォレ』
『森』という意味に、集積、やすらぎ、成長、きらめき、未来を連想しました。
また、『アン（an）』に、心ひとつに力を合わせて、未来へ躍進発展する安城
市という意味も込めました

アンフォーレ
（あんふぉーれ）①

「カル」・・・・・・cull、culture
「キューブ」・・・・cube
「Anjo」・・・・・安城
文化的で選り抜きの各施設が盛り込まれた最新の総合施設をイメージ

カルキューブ Anjo
（かるきゅーぶあんじょう）②

「copia」［ラテン語］・・・・豊富・多彩・集合の意味
拠点施設は市民生活で役立つ多彩な施設・機能があること、図書情報館
は豊富な蔵書から、市民の知識の集合体となることをふまえてつけました。
末尾にｎをつけ、安城の『アン』と親しみやすさ、独創性を加えました

copian（こぴあん）③

「burari」・・・・・いつでも『ぶらり』と立ち寄れる公共施設をイメージ
「-A」・・・・・・・安城市の頭文字burari-A（ぶらりあ）④

「Live」・・・・・生きること、生活の意味
「an」・・・・・・安城の『安』
「りびあん行こう！」と誰でもシンプルに言えて、気軽に足が向く施設で
あって欲しいと願いを込めました

Livian（りびあん）⑤

※５０音順。

建設工事の進む中心市街地拠建設工事の進む中心市街地拠点点施設（施設（９９月月１１１１日撮影）日撮影）
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松
町
）、石
川
美
智
子（
高
棚
町
）／

み

ち

こ

櫻
井
琉
貴

り
ゅ
う

き

（
安
城
北
中
）、土
田
侑ゆ

う

之
介（
安
城
北
部
小
）

の
す
け

●
市
観
光
協
会
賞

平
尾
玲
子

れ
い
こ

（
姫
小
川
町
）、澤
谷
正
美（
池
浦
町
）

さ
わ
た
に
ま
さ
み

／
森
遥
香（
安
城
北
中
）、森

は
る
か

穂
理

み
の
り

（
里
町
小
）

■
短
歌（
一
般
の
部
／
小
・
中
学

生
の
部
）

●
市
長
賞

金
田
義
子（
今
池
町
）

か
な
だ
よ
し
こ

「
風
を
切
る
流
線
型
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
子
ら
夏
を
ゆ

く
」／
神
谷
大
輔（
桜
林
小
）「
組
み

だ
い
す
け

体
そ
う
五
重
の
と
う
で
い
き
を
止

め
立
っ
た
し
ゅ
ん
間
時
が
止
ま
っ

た
」

●
市
議
会
議
長
賞

松
崎
勝
美

ま
つ
ざ
き
か
つ
み

（
桜
井
町
）／
原
田
珠
水（
篠
目
中
）

た
ま
み

●
市
教
育
委
員
会
賞

稲
垣
さ
よ

子（
東
町
）／
中
村
真
士（
安
城
北

ま
な
と

中
）

●
文
化
協
会
賞

廣
浦
幸
子（
新

ゆ
き
こ

田
町
）／
杉
浦
未
羽（
明
祥
中
）

み

う

●
市
観
光
協
会
賞

髙
山
多
津
子

た

づ

こ

（
篠
目
町
）／
澤
田
海
優（
明
祥
中
）

み

ゅ

延
べ
６
８
７
９
人
、
１
万

編
７９７

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
上
位
入

賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。〈

敬
称
略
〉

■
俳
句（
一
般
の
部
／
小
・
中
学

生
の
部
）

●
市
長
賞

神
谷
妙
子（
高
棚
町
）

た
え
こ

「
手
渡
し
に
み
ど
り
児
あ
や
す
花

筵
」／
大
橋
歩
輝（
三
河
安
城
小
）

あ
ゆ
き

「
も
し
ぼ
く
が
鳥
な
ら
夏
の
山
へ

行
く
」

●
市
議
会
議
長
賞

神
谷
庸
子

よ
う
こ

（
住
吉
町
）／
山
下
将
輝（
安
城
西

ま
さ
き

中
）

●
市
教
育
委
員
会
賞

岡
田
武
敏

た
け
と
し

（
榎
前
町
）、稲
垣
さ
よ
子（
東
町
）

／
代
田
桃
萌（
安
城
西
中
）、神
谷

し
ろ
た

も

も

歩
実（
明
和
小
）

あ
ゆ
み

●
文
化
協
会
賞

志
賀
百も

も

香（
赤

か

■問
▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈

〉６
８
５
３
）

７７

市
民
文
芸
ま
つ
り
優
秀
作
品
を

決
定

杉
浦
源
右
衛
門
は
弘
化
元

（
1
8
4
4
）年
、
福
釜
村
に
生

ま
れ
、
福
釜
村
戸
長
を
手
始
め

に
、
愛
知
県
会
議
員
、
明
治
用

水
普
通
水
利
組
合
議
員
、
福
釜

村
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

数
々
の
公
職
公
務
の
中
で
最
も

力
を
尽
く
し
た
の
が「
明
治
用

水
灌
漑
区
継
年
期
運
動
」で
し

か
ん
が
い

け
い
ね
ん
き

た
。明

治
用
水
通
水
後
、
市
域
に

は
開
墾
地
・
開
拓
地
が
増
大
し

ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
土

地
は
最
初
か
ら
生
産
力
が
高
い

わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
５

年
か
ら

年
の
間
、
租
税
免
除

１０

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
を「
鍬
下
年
期
」と
い
い
ま
し

く
わ
し
た

た
。

ま
た
、
従
来
畑
で
あ
っ
た
土

地
を
水
田
に
変
換（
地
目
変
換
）

し
た
際
に
は
、
期
限
を
定
め
て

地
価
が
安
い
畑
地
と
同
額
の
地

価
に
据
え
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

明
治
用
水
の
工
費
は
主
と
し

て
民
間
の
出
資
に
よ
っ
て
い
た

こ
と
や
、
土
地
改
良
の
た
め
に

大
量
の
肥
料
を
投
入
し
な
け
れ

ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
、
開
墾

地
の
地
主
や
農
民
に
と
っ
て
、

鍬
下
年
期
が
明
け
る
こ
と
は
死

活
問
題
で
し
た
。

源
右
衛
門
は
、
鍬
下
年
期
・

地
価
据
置
年
期
の
延
長
を
目
指

す「
継
年
期
同
盟
会
」を
明
治
３１

年
に
組
織
し
、
自
ら
委
員
長
に

な
り
ま
し
た
。
当
初
、
源
右
衛

門
の
運
動
は
実
現
性
が
低
い
と

考
え
た
多
く
の
地
元
住
民
が
、

活
動
に
反
対
し
ま
し
た
。

し
か
し
明
治

年

月
、
源

３１

１２

右
衛
門
は
同
じ
よ
う
に
年
期
の

問
題
を
抱
え
て
い
た

福
島
県
の
安
積
疎
水

あ
さ
か
そ
す
い

の
調
査
に
単
独
で
出

発
し
、
東
京
で
地
元

選
出
の
代
議
士
・
早

川
龍
介
に
面
会
し
ま

し
た
。
早
川
は
衆
議

院
議
員
の
元
田
肇
と

相
談
し
、
源
右
衛
門

か
ら
内
務
大
臣
・
農

商
務
大
臣
に
直
接
、
こ
の
地
域

の
事
情
と
年
期
延
長
の
必
要
性

を
訴
え
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
農
商
務
大
臣
の
紹

介
状
を
得
て
安
積
疎
水
と
那
須

野
ヶ
原
で
の
調
査
を
行
い
、
早

川
を
通
じ
て
年
期
延
期
法
案
を

政
府
に
申
請
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
熱
心
な
活
動
に
よ

っ
て
、
明
治

年
４
月
に
年
期

３４

延
期
法
案
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

鍬
下
年
期
は

年
、
地
目
変
換

５０

地
に
認
め
ら
れ
た
年
期
据
置
期

間
は

年
と
大
幅
に
延
長
さ
れ
、

４０

こ
の
地
域
の
農
村
発
展
に
と
っ

て
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

源
右
衛
門
が
安
城
駅
に
帰
郷

し
た
際
、
地
元
住
民
は
花
火
を

あ
げ
て
歓
迎
し
ま
し
た
。
し
か

し
こ
の
運
動
に
私
財
を
投
じ
て

き
た
源
右
衛
門
自
身
は
、
ほ
と

ん
ど
の
田
畑
を
手
放
す
こ
と
に

な
っ
た
の
で
し
た
。

源源右衛門が明治川神源右衛門が明治川神社社（東栄町）（東栄町）
に寄付した灯に寄付した灯篭篭

宝泉宝泉院院（福釜町（福釜町））に建つ銅に建つ銅像像
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月
中
旬
に
オ
ー
プ
ン
す
る
、

１１
「
Ｋ
Ｅ
Ｙ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ（
キ
ー
ポ
ー

ト
）」で
は
、
各
種
観
光
案
内
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
や
一
般
の
方
誰
も
が

利
用
で
き
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
、
待
合
室
等
と
し
て
も
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
施
設
内
の
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
で
は
、
小
規
模
事
業
者

等
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー

ス
提
供
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

会
員
に
な
れ
ば
専
用
エ
リ
ア
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
会

員
相
互
間
の
事
業
マ
ッ
チ
ン
グ
サ

ー
ビ
ス
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
施
設
と
は
、
執

務
・
会
議
ス
ペ
ー
ス
を
持
つ
共

同
利
用
事
務
所
で
利
用
者
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
併
せ
持

つ
も
の
。

■
観
光
案
内
所
エ
リ
ア

市
内
の
観
光
地
の
紹
介
、
交
通

案
内
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報

発
信
、
宿
泊
案
内
、
W
i
‐
F
i

サ
ー
ビ
ス
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

（
有
料
）、
図
書
館
の
図
書
の
予
約・

返
却
等

市
内
中
学
１
年
生
か
ら
１
４
９

７
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
入

賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。（
カ
ッ
コ
内

は
中
学
校
名
）

〈
敬
称
略
〉

●
特
選

谷
本
秀し

ゅ
う

太（
安
城
南
）、

た

杉
浦
愛
梨（
明
祥
）、増
田

あ
い
り

葵（
篠
目
）

あ
お
い

●
入
選

岩
間
考
紀（
安
城
南
）、

こ
う
き

川
嶋
千
夢

ち
ゆ
め（
同
）、荻
須
結（
同
）、山

ゆ
い

本
晃
生（
安
城
北
）、近
藤
玲
未

こ
う
せ
い

れ

み

（
同
）、内
藤
里
佳（
同
）、杉
山
初
奈

り

か

は

な

（
明
祥
）、深
津
優
奈（
同
）、澤
田
里

ゆ
う
な

り

織
乃（
同
）、石
川
瑞
季（
安
城
西
）、

お

の

み
ず
き

石
原
梨
乃（
同
）、稲
垣

り

の

駿（
同

し
ゅ
ん

）、數か
ず

村
彩（
桜
井
）、木
村

む
ら
さ
や

桜さ
く
ら

子（
東
山
）、

こ

鬼
頭
有
咲

あ
り

さ
（
安
祥
）、清
水
愛
理

あ
い

り

（
同
）、石
田
祐
菜（
篠
目
）

ゆ

な

●
佳
作

伊
藤
百
々
花（
安
城
南
）、

も

も

か

大
堀
有
由
花（
安
城
北
）、清
水
風

お
お
ほ
り
あ

ゆ

か

ふ
う

花（
同
）、細
井

か

夢あ
ゆ
み（

同
）、川
崎
笑
佳

え
み
か

（
同
）、豆
塚
拓
真（
明
祥
）、石
原

ま
め
つ
か
た
く
ま

美
南

み
な
み（
同
）、倉
谷
り
し
あ（
同
）、神

く
ら
や

谷
朋
美（
安
城
西
）、武
元

と
も
み

彪
勇（
桜

ひ
ゆ
が

井
）、石
川
永は

る
か（
同
）、杉
浦
美
悠
菜

み

ゆ

な

（
同
）、大
西
花
歩（
東
山
）、榊
原
菜

か

ほ

な

月（
安
祥
）、早
川
航
矢（
篠
目
）、稲

つ
き

こ
う
や

い
な

冨
は
る
の（
同
）、垣
内
春
乃（
同
）、

と
み

か
き
う
ち
は
る
の

樽
谷
実
樹（
同
）、稲
垣
美
紅（
同
）、

た
る
た
に
み

き

み

く

中
村
仁
美（
同
）

ひ
と
み

■
入
賞
作
品
の
展
示

●
と
き
／
と
こ
ろ

表
の
と
お
り

●
展
示
作
品

文
化
セ
ン
タ
ー
止

全
中
学
校

作
野
・
東
部
・
北
部・

中
部
公
民
館
止
安
城
北
・
東
山
・

篠
目

西
部
・
南
部
・
二
本
木
公

民
館
止
安
城
西
・
明
祥

桜
井
・

昭
林
・
安
祥
公
民
館
止
安
城
南
・

桜
井
・
安
祥■問

▼
行
政
課

（
緯〈

〉２
２
０
８
）

７１

ところとき
文化センター１１月７日松～１２日昭

作野・西部・
桜井公民館１１月１４日松～１９日昭

東部・南部・
昭林公民館１１月２１日松～２６日昭

北部・二本木・
安祥公民館

１１月２８日松～１２月３
日昭

中部公民館１２月５日松～１０日昭

Ｊ
Ｒ
安
城
駅
構
内
に「
Ｋ
Ｅ
Ｙ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
」（
観
光
案
内

所
兼
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
施
設
）が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

■
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

会
員
専
用
エ
リ
ア
の
利
用
、
会

員
同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、

起
業
セ
ミ
ナ
ー
等
へ
の
参
加
、
W

i
‐
F
i
サ
ー
ビ
ス
、
電
源
利
用
、

ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス（
有
料
）等

■
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
会
員
を

募
集

●
対
象

起
業
を
考
え
て
い
る
人
、

起
業
し
て
間
も
な
い
事
務
所
を
持

た
な
い
人
、
小
規
模
事
業
者
等

●
会
員
種
類
・
利
用
時
間

①
固
定
席
会
員（
自
分
の
固

定
席
を
専
用
利
用
で
き
る
プ

ラ
ン
）▼
午
前
９
時
～
午
後

時

フ
リ
ー
会
員（
固
定

１０席
は
無
い
が
自
由
に
ス
ペ
ー

ス
を
利
用
で
き
る
プ
ラ
ン
）

▼
②
レ
ギ
ュ
ラ
ー
プ
ラ
ン
糸

午
前
９
時
～
午
後

時

③

１０

デ
イ
タ
イ
ム
プ
ラ
ン
糸
午
前

９
時
～
午
後
５
時

④
ア
フ

タ
ー
プ
ラ
ン
糸
午
後
５
時
～

時
１０※

必
要
な
時
だ
け
利
用
で
き

る
ビ
ジ
タ
ー
利
用
も
あ
り
。

支
払
い
は
そ
の
都
度
。

●
利
用
料
金

①
～
④
は
月

額
。
ビ
ジ
タ
ー
利
用
は
１
日

１
回
の
金
額
で
す
。
①
糸
１
万
５

０
０
０
円（
３
年
目
以
降
、
３
万

円
）
②
糸
７
０
０
０
円

③
糸

６
０
０
０
円

④
糸
５
０
０
０
円

ビ
ジ
タ
ー
利
用
▼
午
前
９
時
～
午

後
５
時
糸
１
０
０
０
円

午
後
５

時
～

時
糸
１
５
０
０
円

１０

※
申
し
込
み
方
法
等
詳
し
く
は
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照
。

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
賞

作
品
を
決
定

■問
▼
商
工
課

（
緯〈

〉２
２
３
５
）

７１

増田ささんの作さんの作品品

杉浦さんの作杉浦さんの作品品 谷本さんの作谷本さんの作品品

コワーキングエリコワーキングエリアア（固定席）（固定席）のイメージのイメージ

広報あんじょう 2015.10.15峨

■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

同
）、猪
谷
雅
樹（
陸
上
／
今
池
町
）、

い
た
に
ま
さ
き

坪
田
祐
樹（
同
／
安
城
特
別
支
援

ゆ
う
き

学
校
）、上
田
佳
紀（
同
／
科
学
技

よ
し
き

術
学
園
高
等
学
校
刈
谷
）、坂
元
裕ゆ

う

二
郎（
同
／
同
）、清
水
雄
斗（
同
／

じ
ろ
う

ゆ
う
と

同
）、濱
﨑
優
祐（
同
／
同
）、山
田

は
ま
さ
き
ゆ
う
す
け

將し
ょ
う

太（
同
／
同
）、松
岡

た

椋り
ょ
う

太（
同
／

た

同
）、杉
下
慶（
同
／
同
）、松
屋

け
い

空は
る
か

（
同
／
同
）、ア
イ
メ
レ
ク
・
モ
ニ

ィ
ー
ク（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
／

安
城
学
園
高
等
学
校
）、渡
辺
実
鈴

み
れ
い

（
同
／
同
）、成
田
萌
菜（
ソ
フ
ト
ボ

も

な

ー
ル
／
安
城
北
中
学
校
）、桑
鶴
花

く
わ
づ
る
か

帆（
同
／
ト
リ
プ
ル
A
）、家
田

ほ

祥し
ょ
う

伍（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
／
科
学
技
術

ご学
園
高
等
学
校
刈
谷
）、豊
田
海
渡

か
い
と

（
同
／
同
）、天
野
拓
実（
柔
道
／
日

た
く
み

本
体
育
大
学
）、大
河
内
哲
志（
同
／

て
つ
し

古
井
町
）、藤
原
正
男（
卓
球
／
高

ま
さ
お

棚
町
）、古
市
悠
之
亮（
硬
式
野
球
／

ゆ
う
の
す
け

安
城
西
中
学
校
）、岡
田
一
樹（
卓

か
ず
き

球
／
チ
ー
ム
デ
ィ
ス
カ
ス
）、神
谷

牧
夫（
同
／
三
河
ラ
ー
ジ
）、大
久

ま
き
お

保
文
子（
同
／
安
城
ラ
ー
ジ
）、中

ふ
み
こ

な
か

濱
吉
弘（
同
／
ザ
・
安
祥
）、柴
田

は
ま
よ
し
ひ
ろ

和
正（
同
／
同
）、川
澄
眞
弓（
同

か
ず
ま
さ

ま
ゆ
み

／
エ
ム
ク
ラ
ブ
）、宗
富
士
男（
同
／

ふ

じ

お

チ
ー
ム
デ
ィ
ス
カ
ス
）、星
野
正
子

ま
さ
こ

（
同
／
エ
ム
ク
ラ
ブ
）、佐
藤
小
枝

さ

え

子（
同
／
安
城
ラ
ー
ジ
）、佐
藤
裕

こ

ひ
ろ

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
発
展
に
尽

く
し
た
個
人
と
各
種
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体
を

表
彰
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。（
学
校

名
等
は
大
会
出
場
当
時
の
も
の
で

す
）

〈
敬
称
略
〉

■
体
育
栄
誉
者

加
賀
昭
成（
体
育
協
会
）

あ
き
な
り

■
体
育
功
労
者

増
森
秀
夫（
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
）、

ま
す
も
り
ひ
で
お

平
岩
美
代
子（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

み

よ

こ

会
）、大
塚
英
之（
同
）、神
谷
惠
子

ひ
で
ゆ
き

け
い
こ

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）、本
多
里さ

と

志（
同
）、稲
垣

し

進（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

す
す
む

協
会
）

■
優
秀
選
手

杉
浦
文
哉（
サ
ッ
カ
ー
／
名
古
屋

ふ
み
や

グ
ラ
ン
パ
ス
）、梅
村
祐
紀（
ボ
ッ

ゆ
う
き

チ
ャ
／
虹
の
家
）、西
口
理
恵（
ト

り

え

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
／
株
式
会
社
エ
イ

チ
ー
ム
）、浅
倉
靖
雄（
水
泳
／
住

や
す
お

吉
町
）、長
谷
川
育
巳（
同
／
ア
イ

い
く
み

シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ
株
式
会

社
）、亀
井
政
宏（
同
／
同
）、岩
村

ま
さ
ひ
ろ

憲
治（
同
／
同
）、名
倉
直
希（
同
／

け
ん
じ

な
ぐ
ら
な
お
き

美（
同
／
安
城
ペ
ア
ー
ズ
）、稲
垣

み晃
隆（
陸
上
／
名
古
屋
高
等
学
校
）、

あ
き
た
か

鶴
岡
美
菜（
卓
球
／
ピ
ン
テ
ッ
ク
）、

み

な

小
島
千
明（
同
／
同
）、菅
原
知
勝

ち
あ
き

ち
か
つ

（
ゴ
ル
フ
／
安
城
南
中
学
校
）、杉

浦
七
海（
陸
上
／
岡
崎
城
西
高
等

な
な
み

学
校
）、片
山
栞
里（
同
／
同
）、中

し
お
り

野
弘
幸（
同
／
安
城
中
部
小
学
校

ひ
ろ
ゆ
き

教
諭
）、橋
本
明あ

花
音（
卓
球
／

か

ね

ピ
ン
テ
ッ
ク
）、

春
名
聡
志（
同

は
る
な
さ
と
し

／
同
）、馬
場
梓あ

ず
さ

（
陸
上
／
安
城

北
部
小
学
校
）、

戸
田
健
太（
同

け
ん
た

／
安
城
北
中
学

校
）、羽
田
智
哉

は

だ
と
も
や

（
同
／
豊
川
高

等
学
校
）、中
野

真
琴（
同
／
安

ま
こ
と

城
学
園
高
等
学

校
）、立た

て

林ば
や
し

彩
加

あ
や
か

（
ラ
イ
フ
ル
射

撃
／
安
城
高
等

学
校
）、出
谷
壱

で
た
に
い
っ

成（
サ
ッ
カ
ー

せ
い／

帝
京
可
児
中

学
校
）、有
川
瀬

あ
り
か
わ
せ

名（
セ
ー
リ
ン

な

グ
／
碧
南
工
業
高
等
学
校
）、手
嶋

て
し
ま

秀（
サ
ッ
カ
ー
／
東
山
中
学
校
）、

ひ
で井

上
亮り

ょ
う

雅（
同
／
同
）、

が

加
藤
公
輝

こ
う
き

（
卓
球
／
ピ
ン
テ
ッ
ク
）、清
水
夏な

つ

海（
水
泳
／
安
城
南
中
学
校
）、小

み

こ

島
早
代
伽（
柔
道
／
安
城
北
部
小

じ
ま
さ

よ

か

学
校
）、中
嶋
詩
乃（
陸
上
／
同
）、

な
か
し
ま
し

の

谷
口
智
紀（
同
／
作
野
小
学
校
）、

た
に
ぐ
ち
と
も
き

安
藤
百
萌（
同
／
桜
林
小
学
校
）、

も

も

中
村
颯
佑（
同
／
作
野
小
学
校
）、

そ
う
す
け

神
谷
康
成（
空
手
／
安
城
南
部
小

こ
う
せ
い

学
校
）、宮
澤
昂
大（
ス
キ
ー
／
東

こ
う
た

山
中
学
校
）、山
浦
隆り

ゅ
う

太（
ボ
ウ
リ

た

ン
グ
／
桜
井
中
学
校
）

■
優
秀
団
体

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ（
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
）、

安
城
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ
平
成

年
度
男
子
６
年
リ
レ
ー
チ
ー
ム

２７（
陸
上
）、同
平
成

年
度
女
子
６

２７

年
リ
レ
ー
チ
ー
ム（
同
）、同
平
成

年
度
男
子
６
年
リ
レ
ー
チ
ー
ム

２６（
同
）、同
平
成

年
度
女
子
６
年

２６

リ
レ
ー
チ
ー
ム（
同
）、安
城
北
中

学
校
サ
ッ
カ
ー
部（
サ
ッ
カ
ー
）、

科
学
技
術
学
園
高
等
学
校
刈
谷

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）、同（
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
）、同（
サ
ッ
カ
ー
）、Ｂ
Ｒ
Ｉ

Ｎ
Ｃ
Ａ
Ｒ

Ｆ
Ｃ（
フ
ッ
ト
サ
ル
）、

安
城
リ
ト
ル
リ
ー
グ（
硬
式
野
球
）、

桜
林
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
）

体
育
功
労
者
・
優
秀
選
手
・
優
秀
団
体
を
表
彰


